
株式会社グーン（廃棄物処理業）

本社工場外観

〇本社所在地:神奈川県横浜市金沢区
〇事業概要:廃棄物処理
（木くず、廃プラスチック類等）
木くずのボード原料化及び燃料チップ化
廃プラスチック類等のフラフ燃料/RPF化
再生プラスチックペレットの製造・販売

〇常時使用する従業員:47名
（2025年8月時点）
〇現在の売上高:23億円
（2025年4月期）
〇法人番号:8020001038286
〇Web:https://www.guun.co.jp/

代表取締役
藤枝 慎治

～現場で生まれた知恵を循環型社会のナレッジインフラに～
私たちは『資源循環の現場力』を武器に、社会課題の解決と働く人の豊かなキャリアを同時に
実現できる“牽引役”を目指します。脱炭素と循環経済が世界共通のテーマとなった現代において
リサイクル技術を“持つだけ”にとどまらず、実証し、改善し、横展開できることを活かし、
プラントとノウハウを外部に開いて地域資源循環を通じた地球規模の課題解決に全力で挑みます。

売上高100億円実現の目標と課題

売上高100億円実現に向けた具体的措置

実現目標 課題

目指す成⾧手段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

企業ロゴ

事業所や製品の写真等

経営者
写真

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

2028年売上高100億円達成、2031年売上高200億円達成
廃棄物処理・再生品製造・資金調達を含めた『提案型静脈
システムインテグレーション事業』の立上げ
国内外において十分に資源化できていないプラスチックを
有効活用する新技術の導入（付着有機物除去等）
資源循環における地域課題の解決と循環型社会の創造支援

現場中心の廃棄物処理企業から、処理・リサイクルのノウハウ
提供を含めたグローバル企業への転換
公民連携含め国内外の多様な主体とのパートナーシップ拡充
新たなリサイクル技術の研究開発
排出実態に合わせた最適な設備技術選定、スケールアップ時の
品質・安全・コスト管理ノウハウの確立
リサイクル製品・廃棄物由来燃料等の普及と販路の拡大

先進的技術導入による本社工場のショールーム化
新製品ならびに中古機械設備の統合一括販売
大型複合処理施設など自社企画案件を同時並行で複数創出
国内外展示会等での積極的な情報収集と環境関連技術の
データベース化、地域課題に即した処理設備選定及び提案
環境ビジネス分野で新規性に富むプロジェクトファイナンス
手法の導入、地産地消の循環型ビジネスを実現、推進

R&D部門の新規創設
既存設備を実証フィールドとした処理リサイクル技術の体系化
国内外調査研究と新規事業実行部門のブルーエコノミー研究所を
中心に、施設提案事業を全社一丸となって推進
高度専門人材の積極登用
有識者・金融機関・外部専門家等との強固な連携体制構築
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株式会社グーン（廃棄物処理業）

200億
達成環境システムインテグレーション（SI）事業の立上げ

提案型 静脈システムインテグレーション事業
排出実態に合わせた最適な設備技術選定を行い、持続可能な処理リサイクル
システムを施設整備から資金調達までワンストップで提案
地元廃棄物処理企業との調整及び関係構築支援
事業実施時における品質・安全・コスト管理のノウハウ提供
地方自治体の焼却炉老朽化、容器包装及び製品プラスチックのリサイクル
など資源循環における地域課題の解決を通じて循環型社会の早期実現を目指す

売上高200億円実現に向けた具体的措置と新規事業

廃棄物処理関連

事業モデルの整備
新規事業モデル開発
資金調達モデルの具現化
企業・自治体・行政への資源循環課題
ヒアリング
国内外の廃棄物処理・リサイクル技術
の情報収集及びデータベース化
本社工場への新規設備導入・効率化・
見える化を実践したショールーム展開

社内体制
SI事業推進本部 新設
R&Dセンター 新設
データ戦略本部 新設
高度専門人材の積極登用

新規事業の推進
ブランド化を通じた認知拡大
本社工場をショールームとして開放し、
国内外へ情報発信
HP刷新を含むWEBメディアブラディ
ングの遂行
CDP・TNFDを通じた環境関連情報の
適正な開示

案件形成
『資源循環の現場力』を活かし、地に
足の着いた提案の実践
処理技術データベースを活用した処理
フローパターンと事業性の提示

未来創造
GXパーク構想
実現したプラントを『GXパークシリー
ズ』としてブランド化
地域住民への還元と、リサイクルを身
近に感じる地域密着型コンテンツ(賑わ
い施設等)の整備

地域資源循環型社会の創造
地産地消のリサイクルシステムを同時
並行で複数地域へ導入
廃棄物をリソース化、適切な販路と需
要家を確実にマッチングさせた循環型
社会の実現


